
こ
の
抑
留
キ
ャ
ン
プ
で
は
毎
日
の
よ
う
に
オ
ラ
ン
ダ
軍
の
使

役
で
し
た
。
私
は
幸
い
に
日
本
軍
が
占
領
当
時
、
オ
ラ
ン
ダ

兵
、
原
住
民
を
含
め
治
療
活
動
を
行
っ
て
い
た
関
係
か
ら
顔
な

じ
み
に
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
使
役
に
出
ま
す
と
、
お
前
は

働
か
な
い
で
も
良
い
と
使
役
か
ら
除
外
し
て
く
れ
て
助
か
っ
た

こ
と
で
す
。

若
い
オ
ラ
ン
ダ
兵
と
片
言
交
じ
り
の
会
話
で
語
り
合
っ
て
一

時
を
楽
し
く
過
ご
し
た
こ
と
も
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

昭
和
二
十
一
年
五
月
二
十
二
日
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
港
を
出
港
し

六
月
五
日
、
和
歌
山
県
田
辺
港
に
、
夢
に
見
た
故
国
の
土
地
を

こ
の
足
で
踏
み
締
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
列
車
で

大
阪
を
経
由
し
て
無
事
故
郷
に
帰
還
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。兄
が
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
戦
死
し
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
、
大
変

な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
生
家
を
継
ぐ
た
め
兄
嫁
と
結
婚

し
働
き
ま
し
た
。
近
所
の
農
家
と
語
り
合
っ
て
協
同
で
土
木
工

事
の
下
請
工
事
を
、
特
に
建
築
工
事
の
基
礎
工
事
を
中
心
に
、

農
事
の
余
暇
を
活
用
し
た
副
業
を
計
画
、
積
極
的
に
推
進
し
一

生
懸
命
働
き
ま
し
た
。
当
時
の
建
築
ブ
ー
ム
の
波
に
乗
り
農
家

経
済
を
潤
し
、
子
供
達
の
教
育
費
を
助
け
ま
し
た
。

現
在
は
子
供
達
に
守
ら
れ
、
幸
せ
に
老
夫
婦
揃
っ
て
元
気
で

送
っ
て
い
ま
す
。

私
の
海
軍
生
活

戦
艦
「
伊
勢
」
と
共
に
　 

兵
庫
県
　
池
田
信
雄
　 

私
は
中
国
山
地
の
森
林
王
国
と
言
わ
れ
た
、
杉
、
檜
の
名
木

の
産
地
、
兵
庫
県
多
可
郡
杉
原
村
で
、
農
業
と
林
業
で
生
計
を

た
て
て
い
る
家
の
末
っ
子
と
し
て
、
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）

年
三
月
三
十
一
日
に
生
ま
れ
た
。
父
は
私
が
五
歳
の
時
死
亡
、

母
と
十
八
歳
年
上
の
兄
、
姉
が
養
蚕
・
水
田
で
生
計
を
た
て
て

く
れ
て
い
た
が
、
こ
の
故
郷
は
現
在
で
も
水
質
源
を
確
保
し
、

清
い
水
を
谷
か
ら
海
に
流
し
入
れ
、
下
流
の
漁
業
者
を
潤
わ
せ

て
い
る
。

私
が
成
長
す
る
頃
は
、
支
那
事
変
も
あ
り
、
郷
里
か
ら
は
多

く
の
青
年
が
出
征
し
大
陸
で
戦
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
時
代



環
境
は
軍
国
時
代
で
あ
っ
た
の
で
、
私
は
兵
隊
に
行
く
の
を
楽

し
み
に
し
、
義
務
と
も
考
え
て
い
た
。
大
き
な
幟
「
祝
出
征
」

を
立
て
て
送
ら
れ
る
光
景
、
役
場
に
は
「
少
年
兵
募
集
」
の
チ

ラ
シ
、
ポ
ス
タ
ー
が
貼
ら
れ
て
い
た
。
私
も
義
務
教
育
が
終
わ

る
と
、
青
年
学
校
で
軍
事
教
育
を
受
け
て
い
た
。

私
は
、
昭
和
十
七
年
志
願
兵
と
し
て
、
九
月
一
日
、
大
竹
海

兵
団
（
呉
海
兵
団
は
満
杯
の
た
め
）
に
入
団
し
た
。
母
は
、

「
男
だ
か
ら
兵
隊
に
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
だ
ろ
う
」
と
覚
悟
し
、

海
軍
志
願
を
許
し
て
く
れ
た
。
本
来
の
徴
兵
な
ら
ば
昭
和
十
九

年
徴
集
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
母
の
本
心
は
二
年
も
早
く
兵
隊

へ
出
す
の
は
つ
ら
か
っ
た
ろ
う
と
今
で
も
思
っ
て
い
る
。

私
が
入
団
し
た
時
は
、
大
東
亜
戦
争
開
戦
十
ヵ
月
で
あ
り
、

南
方
の
戦
線
も
勝
利
の
連
続
で
、
我
々
の
心
も
高
揚
し
て
海
兵

団
入
団
時
も
マ
イ
ナ
ス
情
報
は
無
か
っ
た
。
そ
の
時
、
ミ
ッ
ド

ウ
ェ
ー
海
戦
の
大
損
害
は
公
表
さ
れ
ず
、
我
々
も
国
民
も
知
ら

な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

私
は
、
志
願
兵
で
あ
る
の
で
第
五
十
二
分
隊
に
配
属
さ
れ
た

が
、
一
個
班
十
二
人
、
十
二
個
班
で
一
個
分
隊
で
あ
る
か
ら
総

員
一
四
四
人
で
あ
る
。
陸
軍
の
中
隊
と
海
軍
の
分
隊
は
同
じ
く

ら
い
の
員
数
で
あ
る
。

農
家
育
ち
の
我
々
は
ハ
ン
モ
ッ
ク
で
寝
る
の
は
初
め
て
で
あ

り
、
吊
る
の
は
競
争
だ
が
、
し
ま
う
の
が
大
変
で
、
遅
い
と
担

い
で
走
ら
さ
れ
、
捧
げ
さ
せ
ら
れ
、
初
年
兵
教
育
は
厳
し
い
も

の
で
あ
っ
た
。

入
団
し
、
四
等
水
兵
を
命
ぜ
ら
れ
、
十
一
月
一
日
勅
令
第
六

一
一
号
で
二
等
水
兵
、
十
二
月
十
五
日
一
等
水
兵
、
三
ヵ
月
で

新
兵
教
育
を
終
了
し
、
同
日
、
戦
艦
「
伊
勢
」
へ
乗
組
み
を
命

ぜ
ら
れ
た
。
初
め
て
乗
る
戦
艦
の
大
き
さ
に
び
っ
く
り
さ
せ
ら

れ
た
が
、
教
育
も
苦
し
か
っ
た
。
特
に
農
家
出
身
の
者
に
と
っ

て
水
泳
に
は
苦
し
め
ら
れ
た
。
甲
板
か
ら
板
を
出
し
て
海
へ
飛

び
込
み
、
深
く
入
り
、
海
水
を
呑
み
な
が
ら
浮
き
上
が
る
。
標

的
を
泳
ぎ
廻
っ
て
帰
る
。
私
は
入
団
前
か
ら
、
部
落
の
用
水
池

で
水
泳
の
練
習
を
し
て
お
い
た
の
で
幾
分
楽
で
あ
っ
た
。

少
し
で
も
過
失
が
あ
れ
ば
、
連
帯
責
任
で
、
樫
の
棒
（
バ
ッ

ト
）
で
臀
を
古
参
兵
に
叩
か
れ
る
。
従
っ
て
初
年
兵
の
我
々
の

臀
に
は
い
つ
も
紫
色
の
「
あ
ざ
」
が
消
え
る
こ
と
が
な
い
。
ま

た
、
我
々
砲
術
科
の
者
は
、
艦
橋
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
を
照
尺

で
狙
わ
せ
る
。
電
気
系
銃
故
障
時
の
訓
練
と
、
学
科
、
術
科
の



訓
練
は
さ
ら
に
厳
し
い
の
で
あ
る
。

私
の
簡
単
な
履
歴
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

昭
和
十
八
年
九
月
二
十
八
日
　
普
通
科
砲
術
科
卒

昭
和
十
七
年
十
二
月
～
十
八
年
六
月

軍
艦
「
伊
勢
」
三
六
セ
ン
チ
砲
員

昭
和
十
八
年
六
月
～
九
月

横
須
賀
砲
術
学
校
普
通
科
砲
術
練
習
生

昭
和
十
八
年
九
月
～
昭
和
二
十
年
八
月

「
伊
勢
」
十
二
・
七
セ
ン
チ
高
角
砲
砲
員

以
上
の
如
く
、
私
は
戦
艦
「
伊
勢
」
の
砲
術
一
本
で
海
軍
の

勤
務
を
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

「
伊
勢
」
に
乗
組
み
を
命
ぜ
ら
れ
、
ま
ず
驚
い
た
の
は
、
三

六
セ
ン
チ
主
砲
の
大
き
さ
で
あ
り
、
そ
の
砲
身
の
上
で
海
軍
体

操
の
指
揮
を
し
て
い
た
少
尉
の
姿
で
あ
っ
た
。
我
々
兵
隊
は
甲

板
で
、
少
尉
の
指
揮
で
体
操
を
し
た
の
で
あ
る
。

戦
艦
「
伊
勢
」
の
戦
務
の
略
歴
は
次
の
通
り
で
あ
る
が
、

我
々
乗
組
員
は
、
当
然
な
が
ら
乗
り
組
ん
だ
艦
と
同
じ
戦
務
で

あ
る
。
艦
と
共
に
生
き
、
艦
と
共
に
沈
む
、
ま
さ
に
、
海
軍
は

「
一
■
托
生
」
の
仏
語
に
あ
る
ご
と
く
「
死
後
、
と
も
に
極
楽

で
同
じ
■
華
の
上
に
生
ま
れ
合
う
」
こ
と
、
辞
書
に
よ
れ
ば

「
人
と
行
動
・
運
命
を
と
も
に
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
海
軍
は
艦
と
運
命
を
共
に
す
る
。
従
っ
て
一
人
の
過
失

や
未
熟
が
全
体
の
運
命
を
決
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
訓
練
中
の

連
帯
責
任
を
厳
し
く
教
育
す
る
こ
と
が
判
っ
た
。

「
伊
勢
」
の
戦
務

昭
和
十
七
年
十
二
月
十
六
日
～
昭
和
十
八
年
二
月
二
十
三

日
、
　
　
太
平
洋
方
面
　
戦
務
甲

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
シ
ソ
ガ
ポ
ー
ル
。
仏
印
カ
ム
ラ
ン
湾
へ
寄

り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
港
に
横
付
け
し
、
パ
イ
プ
で
重
油
を

積
み
込
ん
だ
。
錫
を
積
ん
で
い
た
（
輸
送
船
が
や
ら
れ
た

の
で
）

。
帰
り
ト
ラ
ッ
ク
島
に
寄
り
、
鰹
節
等
補
給
、
同

島
に
は
日
本
人
が
多
く
い
た
が
、
そ
の
時
は
砲
戦
は
な

か
っ
た
。

昭
和
十
八
年
二
月
二
十
三
日
～
三
月
十
四
日
　
戦
務
丁

昭
和
十
八
年
三
月
十
五
日

第
四
予
備
艦
と
な
り
塗
装
そ
の
他
の
整
備



私
は
、
六
月
三
日
、
第
九
十
三
期
普
通
科
砲
術
練
習
生
と
し

て
、
横
須
賀
海
軍
砲
術
学
校
に
入
校
し
た
の
は
先
に
申
し
た
通

り
で
あ
る
。
教
官
は
厳
し
い
人
で
、
高
い
砲
台
ま
で
駆
け
足
で

「
配
置
に
つ
け
」
と
命
ぜ
ら
れ
る
。

高
角
砲
は
二
連
装
で
威
力
が
強
い
、
照
尺
・
旋
回
・
砲
手
一

～
四
番
ま
で
、
火
薬
二
人
の
六
人
で
操
作
す
る
。
主
砲
（
口
径

三
六
セ
ン
チ
）
は
上
へ
四
十
五
度
し
か
上
が
ら
ぬ
の
で
、
左
右

の
砲
は
高
角
度
に
し
て
撃
つ
。
照
準
を
合
わ
せ
て
発
射
さ
せ

る
。
口
径
は
十
二
・
七
ミ
リ
で
あ
る
。
戦
艦
に
は
、
防
空
装
置

が
整
っ
て
い
た
の
で
戦
闘
の
時
は
助
か
っ
た
。

九
月
二
十
八
日
、
対
空
高
角
砲
班
教
程
を
卒
業
し
、
同
日
、

「
伊
勢
」
に
乗
り
組
み
、
高
角
砲
七
番
砲
、
右
一
番
砲
手
で
訓

練
し
た
。

昭
和
十
八
年
十
月
～
二
十
年
二
月
二
十
日
、
戦
務
甲
、
南
洋

群
島
方
面
作
戦
。「
伊
勢
」
と
戦
務
が
記
さ
れ
て
い
る
。

戦
局
は
だ
ん
だ
ん
と
厳
し
く
な
り
、
我
が
艦
は
、
豊
後
水
道

を
南
下
し
て
い
っ
た
が
、
時
既
に
制
海
権
は
連
合
軍
に
握
ら

れ
、
爆
雷
投
下
を
絶
え
ず
行
っ
て
い
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
到
着
し
た
ら
敵
機
の
来
襲
で
あ
る
。
我
が
航

空
母
艦
か
ら
艦
載
機
が
出
撃
し
て
か
ら
の
空
襲
で
、
基
地
航
空

隊
は
少
な
く
、
我
々
艦
の
対
空
砲
火
で
防
ぐ
。
し
か
し
我
が
空

母
四
隻
は
沈
没
し
た
。「
伊
勢
」
も
至
近
弾
で
や
ら
れ
、
船
体

が
傾
い
た
。
そ
の
後
、
先
に
敵
艦
隊
を
求
め
て
飛
び
立
っ
た
我

が
空
母
艦
載
機
が
帰
っ
て
来
た
。

し
か
し
、
母
艦
は
既
に
沈
没
し
そ
の
姿
は
無
い
。
帰
る
母
艦

も
な
く
、
燃
料
も
使
い
果
た
し
た
艦
載
機
は
自
爆
、
水
没
し
て

い
く
。
そ
の
惨
状
は
見
る
に
忍
び
な
い
。
我
々
は
空
母
の
乗
組

員
を
助
け
廻
っ
た
。
紐
や
ボ
ー
ト
で
助
け
あ
げ
た
の
で
あ
る
。

敵
空
襲
中
「
伊
勢
」
の
八
番
高
角
砲
は
敵
機
の
直
撃
を
受
け

全
員
戦
死
。
私
は
七
番
高
角
砲
で
あ
っ
た
の
で
や
ら
れ
な
か
っ

た
。
我
が
艦
「
伊
勢
」
は
、
艦
長
の
指
揮
と
、
航
海
長
の
操
作

が
良
か
っ
た
の
で
助
か
っ
た
の
で
あ
る
。
我
々
は
高
角
砲
で
弾

幕
を
張
っ
て
い
る
の
で
、
敵
機
の
墜
落
す
る
の
を
見
る
間
も
な

い
。
米
軍
機
も
勇
敢
に
我
が
空
母
を
目
が
け
て
攻
撃
し
て
く

る
。
敵
機
と
刺
し
違
え
る
覚
悟
で
、
二
連
装
の
一
二
・
七
セ
ン

チ
の
大
型
高
角
砲
を
撃
ち
ま
く
っ
た
。
陸
軍
の
高
角
砲
は
七
セ

ン
チ
で
、
後
に
十
二
セ
ン
チ
砲
も
出
来
、
対
Ｂ29

大
型
爆
撃
機

に
よ
う
や
く
届
く
よ
う
に
な
っ
た
と
聞
い
た
。



艦
の
構
造
は
、
艦
の
中
心
に
弾
薬
庫
が
あ
る
。「
伊
勢
」
の

主
砲
三
六
セ
ン
チ
砲
弾
は
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
飛
び
、
弾
は

一
抱
え
も
あ
る
の
で
、
弾
薬
庫
か
ら
水
圧
で
砲
の
所
へ
上
げ
ら

れ
充
填
さ
れ
る
と
い
う
素
晴
ら
し
い
装
備
だ
が
、
航
空
機
に
は

か
な
わ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
比
島
戦
は
軍
発
表
の
大
戦

果
で
は
な
く
、
惨
憺
た
る
大
敗
戦
で
あ
っ
た
。

海
戦
が
終
了
し
、
我
々
は
沖
縄
へ
帰
り
、「
伊
勢
」
が
比
島

沖
戦
の
被
弾
で
海
水
が
入
り
五
度
傾
い
た
の
を
垂
平
に
直
す
修

理
を
し
た
。
今
後
被
弾
し
鉄
板
が
破
ら
れ
て
も
、
最
小
限
で
止

め
ら
れ
る
よ
う
な
、
小
部
屋
の
い
っ
ぱ
い
あ
る
構
造
に
直
し
、

瀬
戸
内
海
の
基
地
桂
島
に
帰
っ
た
の
で
あ
る
。

「
伊
勢
」
は
十
九
年
二
月
二
十
五
日
に
連
合
艦
隊
付
属
編

入
、
五
月
一
日
第
三
艦
隊
所
属
と
な
る
。

私
は
呉
で
、
Ｂ2
9

が
爆
弾
を
落
し
て
行
く
の
を
見
た
が
、
森

が
火
災
を
く
い
と
め
て
い
た
。
そ
の
後
「
伊
勢
」
は
砲
台
の
代

わ
り
と
な
り
錨
を
下
ろ
し
た
。
呉
軍
港
爆
撃
の
時
、
我
が
七
番

砲
は
助
か
っ
た
が
、
他
の
高
角
砲
で
全
滅
し
た
の
も
あ
っ
た
。

カ
タ
パ
ル
ト
も
吹
き
飛
ん
で
し
ま
っ
た
。
直
撃
弾
が
来
る
と
、

あ
の
よ
う
な
大
艦
で
も
地
震
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
空
襲
後
、
海

軍
の
戦
死
者
の
死
体
を
軍
港
の
方
で
火
葬
に
し
た
。
今
で
も
慰

霊
祭
を
挙
行
し
て
い
る
。

「
伊
勢
」
は
六
月
一
日
、
特
殊
警
備
艇
と
な
っ
た
が
、
私

は
、
先
に
申
し
た
履
歴
に
あ
る
如
く
「
戦
艦
伊
勢
」
と
共
で

あ
っ
た
し
、
砲
術
専
門
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
七
番
砲
は
全

滅
を
免
れ
、
左
一
番
砲
手
は
敵
機
銃
掃
射
で
戦
死
し
た
の
に
、

右
一
番
砲
手
の
私
は
助
か
っ
た
。

私
は
今
ま
で
申
し
た
と
お
り
、
戦
中
に
若
く
し
て
日
本
国
の

た
め
と
思
っ
て
海
軍
に
志
願
し
て
今
次
の
大
戦
に
直
接
参
加
し

た
。
そ
の
た
め
、
戦
後
い
ろ
い
ろ
な
本
を
読
ん
で
み
た
の
だ

が
、
こ
の
大
戦
で
感
じ
た
こ
と
が
随
分
あ
る
。

日
本
の
戦
術
と
い
う
か
、
戦
略
に
お
い
て
、
ハ
ワ
イ
攻
撃
、

プ
リ
ン
ス
オ
ブ
ウ
ェ
ー
ル
ズ
（
英
の
新
鋭
大
戦
艦
）
の
撃
沈
の

例
を
見
て
、
大
艦
巨
砲
主
義
が
航
空
機
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ

た
。
こ
れ
を
実
際
に
成
功
さ
せ
た
の
は
日
本
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
、
こ
の
戦
訓
を
実
際
に
転
換
し
て
成
功
し
た
の
が

米
国
で
あ
っ
た
。
米
国
は
物
資
も
多
く
あ
り
、
生
産
力
が
大
き

い
か
ら
復
元
力
も
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
は
国
力
が
米
国
に
比



べ
て
小
さ
い
の
で
補
充
が
出
来
な
い
。
で
あ
る
か
ら
、
ミ
ッ
ド

ウ
ェ
ー
海
戦
後
、
日
米
の
海
軍
力
は
逆
転
し
て
し
ま
っ
た
。

私
が
実
感
し
た
の
は
比
島
沖
戦
の
時
だ
、
敵
が
続
々
と
来
る

の
で
負
け
た
と
思
っ
た
。
我
が
方
は
、
運
を
天
に
任
せ
戦
う
だ

け
だ
っ
た
。
人
の
命
な
ど
は
一
瞬
に
し
て
吹
き
飛
ぶ
こ
と
を
実

感
し
た
。
海
戦
は
陸
戦
と
異
な
り
、
一
日
で
勝
負
が
つ
く
。

私
の
所
属
の
呉
の
海
軍
墓
地
を
見
る
と
各
隊
の
慰
霊
祭
が
あ

る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
。
私
の
分
隊
長
は
岡
山
の
人
で
、
私
は

そ
の
分
隊
長
の
従
兵
も
し
た
。
そ
の
分
隊
長
は
今
は
も
う
亡
く

な
ら
れ
た
が
、
帰
っ
て
来
て
か
ら
出
来
た
子
供
さ
ん
に
は
、
私

の
名
前
と
同
じ
信
雄
と
つ
け
て
く
れ
た
。
そ
の
よ
う
に
、
心
の

つ
な
が
り
を
持
っ
た
方
で
あ
り
、
奥
さ
ん
は
今
も
健
在
で
あ
ら

れ
る
。
海
軍
の
生
活
・
戦
闘
は
私
に
と
っ
て
忘
れ
る
事
の
出
来
な
い

も
の
で
あ
り
、
私
の
人
生
に
お
い
て
大
き
な
影
響
を
与
え
て
く

れ
た
。

【
解

説
】

戦
艦
伊
勢

戦
艦
「
伊
勢
」
型
は
、
戦
艦
「
日
向
」
と
の
姉
妹
艦
で
あ

り
、
そ
の
概
要
は
次
で
あ
る
。

大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
度
計
画
に
よ
り
川
崎
造
船
所
に
お

い
て
竣
工
し
た
。

大
正
四
年
五
月
十
日
、
起
工
、
同
五
年
十
一
月
十
二
日
に
進

水
、
同
六
年
十
二
月
十
五
日
竣
工
し
、
戦
艦
に
類
別
さ
れ
る
。

六
年
よ
り
第
一
次
大
戦
。

昭
和
十
年
八
月
一
日
～
同
十
二
年
三
月
二
十
三
日
、
呉
工
■

で
改
装
、
昭
和
十
六
年
～
二
十
年
、
第
二
次
大
戦
。

ハ
ワ
イ
作
戦
（
昭
和
十
六
年
～
十
七
年
）

、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー

作
戦
支
援
（
昭
和
十
七
年
）

、
候
補
生
実
務
艦（
昭
和
十
八

年
）

、
比
島
沖
開
戦（
昭
和
二
十
年
）

、
北
号
作
戦（
昭
和
二
十

年
）
等
に
参
加
、
昭
和
一
七
年
一
二
月
二
十
三
日
～
一
八
年
九

月
五
日
、
呉
工
■
で
航
空
戦
艦
に
改
造
、
倉
橋
島
音
戸
附
近
で

防
空
砲
台
の
任
務
に
つ
く
。
昭
和
二
〇
年
七
月
二
八
日
、
三
ッ

子
島
～
音
戸
間
で
米
空
母
機
の
爆
撃
を
受
け
大
破
、
着
底
の
ま

ま
終
戦
を
迎
え
る
。
昭
和
二
〇
年
一
一
月
二
〇
日
除
籍
、
昭
和

二
一
年
一
〇
月
九
日
～
二
二
年
七
月
四
日
、
飯
野
産
業
に
よ
り

解
体
。




